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農林水産－１

平成２５年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 農林水産物生産・販売力強化事業費

予 算 額 １，３８５，８０２千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

担い手の減少・高齢化、産地間競争の激化など厳しい状況にある農

林水産業を将来にわたって持続的に発展させるため、生産・販売力の

強化、大規模農業経営者の育成、府内産木材の利用促進等により牽引

２ 事業概要

■ 京力農林水産事業費 1,145,852千円【１－１】

事業内容 農林水産物に京都ならではの価値を効果的に付加し、交通新時代

を見据えた生産供給と流通販売、消費拡大や府内産木材の利用促進

目 的 を推進

対 象 ・京力農場づくり事業費 190,000千円【1-1-1】

方法等 ・農林水産物生産力強化事業費 133,036千円【1-1-2】

・農林水産物販売力強化事業費 33,742千円【1-1-3】

・宇治茶ブランド新展開事業費 77,089千円【1-1-4】

・森林・林業経営イノベーション事業費 711,985千円【1-1-5】

■ 農業経営実践型学舎づくり事業費 69,950千円【１－２】

丹後国営開発農地のスケールメリットを活かした大規模野菜作を

実践できる担い手の育成・確保及びブランド京野菜の一大産地の形

成を推進

■ 京都材率先利用促進事業費 170,000千円【１－３】

ウッドマイレージＣＯ２認証木材を使用した木造住宅等の建築に

対する緑の交付金や公共施設等整備での府内産木材の利用促進

担当課名 農 政 課 企画政策担当 課・担当 電話番号 075-414-4898



農林水産－１－１

平成２５年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 京 力 農 林 水 産 事 業 費

予 算 額 １，１４５，８５２千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨
農林水産物に京都ならではの価値を効果的に付加し、交通新時代を見据

えた生産供給と流通販売、消費拡大や府内産木材の利用促進を推進

２ 事業概要

事 業 内 容
目 的
対 象
方法等

担当課名 農 政 課 企画政策担当 課・担当 ０７５－４１４－４８９８
電話番号

（単位：千円）

 産地再構築による生産力強化

 省力化・効率化による生産力強化

農林水産物販売力強化

宇治茶販売力強化

府内産木材販売力強化

企業的農業経営体づくり事業費
集落営農発展型産地づくり事業費

京野菜こだわりプロジェクト推進事業費
伸ばそう京の特産産地づくり支援事業費
有機農業・環境調和型農業支援事業費

123,816

京力農場づくり事業費 190,000

農産物生産振興事業費

区分 予　算　額 事　　業　　の　　概　　要事　　　　　　項

合　　　　　計 1,145,852

木材加工ネットワーク化事業費

販
売
力
強
化

宇治茶需要開拓事業費 12,000

ブランド需要開拓事業費
輸出促進事業費
京の食文化ミュージアム・あじわい館運営費

こだわり畜産物生産・販売事業費
水産物流通販売戦略展開事業費

森林・林業経営イノベーション事
業費（川下対策）

424,000

生
産
力
強
化

宇治茶生産振興事業費 65,089
製茶施設整備支援事業費
茶業振興対策事業費

森林・林業経営イノベーション事
業費（川上・川中対策）

287,985
林業経営高度化事業費
森づくり加速化事業費
府内産木材安定供給システム整備事業費

こだわり畜産物生産・販売事業費
ブランド水産物推進対策事業費

9,220畜水産物生産振興事業費

宇治茶の魅力世界発信事業費
第67回全国お茶まつり京都大会開催事業費
新・世界遺産事業費

ブランド畜水産物振興事業費 5,300

28,442農産物需要開拓事業費



農林水産－１－１－１

平成２５年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 京力農林水産事業費

京力農場づくり事業費

予 算 額 １９０，０００千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨

集落営農組織等の法人化、経営多角化や６次産業化などの取組を支援し、農

作業受託や農地集積、契約栽培等を推進することで、集落営農組織等が核とな

り、中核的な担い手が不足する集落を牽引する力強い農業経営構造への転換を

図る。

２ 事業概要

事業内容 (１) 集落営農発展型産地づくり事業

法人化や経営多角化、農地集積や高収益型作物の新規導入の推進等、集

目 的 落営農組織等の経営基盤強化に必要な取組を支援

対 象 ※ 要件：中核的担い手が不足する集落から新たに農地を５ha以上集積、

方法等 高収益型作物の生産及び販売又は加工 等

(２) 企業的農業経営体づくり事業

① 農業経営体育成事業

６次産業化による農業経営体の経営強化を、ビジネスプランの作成・ブ

ラッシュアップや施設・機械整備助成により支援

② 食品関連企業参入促進事業

契約栽培などを通じた地域の担い手を確保・育成するため、食品関連企

業が実施する農産物処理加工施設の整備を支援

※ 要件：府内産農産物の５割以上取扱い

担当課名 担い手支援課 農業ビジネス担当
課・担当 電話番号

０７５－４１４－４９０８

農産課 京野菜振興担当 ０７５－４１４－４９４４



農林水産－１－１－２

平成２５年度当初予算案主要事項説明
農 林 水 産 部

事 業 名
京力農林水産事業費

農林水産物生産力強化事業費

予 算 額 １３３，０３６千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

農林水産物に京都ならではの価値を効果的に付加し、交通新時代を

見据えた生産供給体制の強化を図る。

２ 事業概要

■ 農産物生産振興事業費 １２３，８１６千円

●京野菜こだわりプロジェクト推進事業費

ブランド農産物の高付加価値化を図るため、京都こだわり生産

認証制度の運用や施設整備を支援

事業内容 ●伸ばそう京の特産産地づくり支援事業費

収益性の高い水田農業の確立に向けた取組を支援

目 的

対 象 ●有機農業・環境調和型農業支援事業費

方法等 有機農業をはじめとする地球温暖化防止等に効果の高い営農活

動を支援

■ 畜水産物生産振興事業費 ９，２２０千円

●こだわり畜産物生産・販売事業費

飼料や飼育環境にこだわった生産農場等の登録制度の創設により

ブランド化を推進

●ブランド水産物推進対策事業費

水産物の身入り等を数値化し、品質管理を行い、高品質な水産物

を安定的に供給

農産課 米･豆･保険担当 075－414－4953

担当課名 畜産課 畜 産 振 興 担 当
課・担当

075－414－4983

水産課 漁 政 企 画 担 当
電話番号

075－414－4992



農林水産－１－１－３

平成２５年度当初予算案主要事項説明
農 林 水 産 部

事 業 名
京力農林水産事業費

農林水産物販売力強化事業費

予 算 額 ３３，７４２千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

農林水産物に京都ならではの価値を効果的に付加し、交通新時代を見据

えた流通販売、消費拡大を推進する。

２ 事業概要

■ 農産物需要開拓事業費 ２８，４４２千円

●ブランド需要開拓事業費

ブランド農産物等の品目拡大や首都圏・中京圏への新規販路の開拓、

九条ねぎフェスティバル等を実施

事業内容 ●輸出促進事業費

農産物の輸出を支援し、強い農業経営体を育成

目 的

対 象 ●京の食文化ミュージアム・あじわい館運営費

方法等 京都市中央卸売市場第一市場内に整備した京の食文化ミュージア

ム・あじわい館における府内産農林水産物の魅力発信を実施

■ ブランド畜水産物振興事業費 ５，３００千円

●こだわり畜産物生産・販売事業費

飼料等にこだわった畜産物の料理店での利用促進活動等を支援

●水産物流通販売戦略展開事業費

府南部における配食会社や外食業者等とのマッチングや消費者向け

販促活動を実施

担い手支援課 農業ビジネス担当 075－414－4908

担当課名 研究普及ブランド課 ブランド推進担当 課・担当 075－414－4941

畜 産 課 畜産振興担当 電話番号 075－414－4983

水 産 課 漁政企画担当 075－414－4992



農林水産－１－１－４

平成２５年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名
京力農林水産事業費

宇治茶ブランド新展開事業費

予 算 額 ７７，０８９千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

京都が世界に誇る宇治茶について、その味や香り、歴史や文化など

の魅力を国内外に発信するため、全国お茶まつり京都大会を開催し、

消費拡大を進めるとともに、需要の伸びが期待できる玉露、てん茶な

ど高級宇治茶の生産に必要な施設整備を進め、宇治茶のブランド力向

上を図る。

２ 事業内容
事業内容

(1) 宇治茶の魅力世界発信事業費 １，０００千円

目 的 宇治茶の淹れ方はもとより、生産やお茶にまつわる歴史や文化など

対 象 を語れる｢宇治茶伝道師」による宇治茶の魅力発信、消費拡大の推進

方法等
(2) 第67回全国お茶まつり京都大会開催事業費 ５，０００千円

京都府で開催される全国お茶まつりにおいて、宇治市を中心とした
消費拡大イベントや全国茶品評会などの主要行事をはじめ、世界文化
遺産登録に向けたシンポジウムを開催し、宇治茶の文化を全国に発信

(3) 新・世界遺産事業費 ６，０００千円
世界における宇治茶の文化的価値等の調査研究を行い、暫定リスト

入りをめざした提案書を作成し、世界遺産早期登録を推進

(4) 製茶施設整備支援事業費 ４０，０８９千円
宇治茶の生産安定と品質を向上するため、製茶工場の機能強化を

支援

(5) 茶業振興対策事業費 ２５，０００千円
高級宇治茶である玉露・てん茶の生産に必要な被覆整備等を支援

担当課名
農 政 課 企画政策担当

課・担当 電話番号
075-414-4898

農 産 課 宇治茶・特産振興担当 075-414-4944



農林水産－１－１－５

平成２５年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

京力農林水産事業費
事 業 名

森林・林業経営イノベーション事業費

予 算 額 ７１１，９８５千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨

森林整備の広域化・機械化や流通の合理化、加工体制の強化などに

より、府内産木材の利用の推進を図る。

２ 事業概要

森林・林業の経営革新

○林業経営高度化事業費 ７，５００千円

事業内容 利用間伐に取り組めない森林組合と民間林業事業体との広域的な森林

施業の協業化を促進するため、林業経営高度化センターの取組を支援し、

目 的 林業事業体の経営規模の拡大と雇用の増大を実現

対 象

方法等 ○森づくり加速化事業費 ２７１，９８５千円

従来の切捨間伐から利用間伐に転換するため、路網整備や高性能林業

機械の導入等による低コスト化の推進を支援し、生産量の拡大を実現

府内産木材の流通革新

○府内産木材安定供給システム整備事業費 ８，５００千円

原木ストックヤード等の整備を支援することにより、原木の集出荷体

制を一元化し、流通コスト（仕分け・輸送）の低減と安定した供給体制

の構築による有利販売を実現

○木材加工ネットワーク化事業費 ４２４，０００千円

・製材所の得意分野を活かした分業体制の確立

・地域の加工拠点での乾燥施設等の整備による木材の品質向上

・間伐材の需要増加に対応した加工体制強化

・新たな供給先を開拓するための輸送コストの支援

担当課名 林務課 企画・経営担当 課・担当電話番号 075-414-5016

林業振興担当 075-414-5006

林産振興担当 075-414-5009



農林水産－１－２

平成２５年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 農 業 経 営 実 践 型 学 舎 づ く り 事 業 費

予 算 額 ６９，９５０千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

丹後国営開発農地のスケールメリットを活かした大規模野菜作を実

践できる担い手の育成・確保及びブランド京野菜の一大産地の形成を

推進

２ 事業概要

(1) 丹後農業実践型学舎の創設 （６３，９５０千円）

大規模営農技術や加工・流通・販売を総合的に学ぶことができる担い

事業内容 手養成実践農場の手法を取り入れた「丹後農業実践型学舎」を創設

目 的

対 象 ○学舎農場整備：研修用農地の借上・土壌改良、農業機械の配備 等

方法等 ○研修施設等整備：機械・収穫作業実習棟、施設園芸実習施設 等

◆丹後農業実践型学舎の概要

対 象 者：概ね40歳未満の若手農業者（10人／年）

※農業法人就業者等で、大規模農業経営を目指す農業者

栽培品目：九条ねぎ，短形ごぼう(ごぼ丹)，聖護院だいこん 等

(2) 京都農業経営者アカデミーの開設 （６，０００千円）

全国トップクラスの農業経営者等を講師陣に迎え、経営力を身に付

けることができる｢京都農業経営者アカデミー」を農業大学校に開設

平 成 ２ ５ 年 度 当 初 予 算 ６９，９５０千円

平成２４年度２月補正予算 ６１，０００千円

合 計 １３０，９５０千円

担当課名 農 村 振 興 課 地 域 活 性 化 担 当 課・担当 075-414-4906

研究普及ブランド課 研究普及担当 電話番号 075-414-4964



農林水産－１－３

平成２５年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 京都材率先利用促進事業費

予 算 額 １７０，０００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

府内産木材の需要拡大の取組を支援し、森の恵みである木材に囲ま

れた豊かな府民生活の実現と適切な森林の整備に繋げるとともに、府

内産木材の利用の促進を図る。

２ 事業概要

（１）環境にやさしい京都の木の家づくり支援事業（緑の交付金）

事業内容 【３６，０００千円】

ウッドマイレージCO２認証木材を一定量以上使用した住宅、店舗、

目 的 事務所等の建築（新築及び増改築）に対し、その木材使用量に応じ

対 象 て緑の交付金を交付

方法等 ◆ 補助の条件 ウッドマイレージCO２認証木材を新築･増改築で

５ｍ3以上使用

◆ 交付金の額 認証木材(構造材)１ｍ3当たり10千円

認証木材(内装材)１ｍ2当たり 2千円

◆ 交付限度額 １戸当たりの交付金の限度額 400千円

（２）環境にやさしい京の木のふれあい推進事業 【１，２００千円】

林業・木材産業関係団体が行う木材利用啓発等の活動に対する支援

（３）府内産木材利用促進事業 【１３１，８００千円】

府立施設等での木材利用の推進

・るり渓少年の家、弓道場等

（４）木質バイオマス利用推進事業 【１，０００千円】

未利用バイオマスである林地残材を活用したペレット製造の品質

や採算性を実証し、バイオマスエネルギーの地産地消を推進

担当課名 林務課 林産振興担当 課・担当電話番号 075-414-5009



農林水産－２

平成２５年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 京 力 農業・農村総合対策事業費
きょう りょく

予 算 額 １，３１６，０６８千円 新規・継続の別 一部新規

１ 趣 旨

担い手の減少・高齢化などに的確に対応した持続可能な農山村づくりを

展開するため、農業法人等を核とした農業経営構造への転換、地域資源を

活かした農村ビジネスの創出等を総合的に推進

２ 事業概要

事 業 内 容

目 的

対 象

方法等

農 村 振 興 課 地 域 活 性 化 担 当 課・担当 ０７５－４１４－４９０６

担当課名 担い手支援課 農業ビジネス担当 ０７５－４１４－４９０８

農 産 課 京 野 菜 振 興 担 当 電話番号 ０７５－４１４－４９４４

（単位：千円）

予算額 事　　業　　の　　概　　要

190,000
核となる農業法人等が、農地集積や契約栽培等に
より、中核的な担い手が不足する集落を牽引する
農業経営構造へ転換

522,118 中山間地域等における農業生産活動及び多面的
機能を増進する活動を支援

276,500 地域ぐるみで農地や農業用水等の保全を図る共同
活動や施設の長寿命化を図る向上活動を支援

31,000
地域住民自らが描く村の将来像の実現に向け、地
域資源を活かした村オリジナルの農村ビジネスや
村づくりを支援

51,250
都市部からの移住希望者受入を促進するため、市
町村が行う移住者確保のための空き家を活用した
定住住宅の整備等を支援

245,200
後継者不足や農林地の荒廃など厳しい状況にある
農山村地域において行う緊急的かつ総合的な里の
人づくり・基礎づくり

1,316,068合　　　　計

事　　　　　　項

農
業
生
産
を
支
え
る

担い手経営基盤強化対策 ～　農業構造の転換　～　

京力農場づくり事業費

農業生産維持対策　～　持続可能な農業を下支え　～  

農と環境を守る地域協働活動支
援事業費

中山間地域等直接支払事業費

明日のむら人移住促進事業費

集
落
機
能
を
支
え
る

集落機能維持・向上対策　～　村の活力と生活満足度を維持・向上　～

明日の「京都村」づくり事業費

共に育む「命の里」新展開事業費



農林水産－２－１

平成２５年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

京力農業・農村総合対策事業費
事 業 名 中 山 間 地 域 等 直 接 支 払 事 業 費

予 算 額 ５２２，１１８千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨
耕作放棄地の増加等により国土の保全、水源のかん養等の多面的機能

の低下が懸念される中山間地域等において、農業生産活動の維持を支援
し、多面的機能の確保を図る。

２ 事業概要
(1)対 象 地 域

地域振興８法（特定農山村・山村・過疎・半島等）及び知事特認地域
(2)対象農用地

農振農用地区域内の一団の農用地（１ha以上）であって、以下の基準
を満たすもの
①急傾斜地（田1/20、畑15度以上）

事業内容 ②自然条件により小区画・不整形な田
③緩傾斜地（田1/100、畑8度以上）、又は高齢化率・耕作放棄率の高

目 的 い農用地で市町村長が特に必要と認めるもの
対 象 (3)対象行為
方法等 集落協定等に基づき、５年間以上継続して行われる農業生産活動等

(4)対 象 者
集落協定等に基づき、５年間以上継続して農業生産活動等を行う者

(5)実施期間：平成２２年度～２６年度
(6)交付単価 （単位：円／10a）

急 傾 斜 緩傾斜等
（田1/20～、畑15度～） （田1/100～、畑8度～）

田 ２１，０００ ８，０００
畑 １１，５００ ３，５００
※加算単価 水 田 畑

規 模 拡 大 加 算 １，５００ ５００
土 地 利 用 調 整 加 算 ５００ ５００
小規模・高齢化集落支援加算 ４，５００ １，８００
法人設立加算(特定農業法人) １，０００ ７５０
法人設立加算(農業生産法人) ６００ ５００

※ただし、農業生産活動等の体制整備として取り組むべき事項を実施しない場
合には、上記単価に０．８を乗じた額とする。

(7)実施主体：市町村
(8)負担区分

国 府 市町村
８法地域 １／２ １／４ １／４
特 認 １／３ １／３ １／３

(9)平成25年度対象見込面積
５，２６３ｈａ

担当課名 農村振興課 地域活性化担当 課・担当 電話番号 075-414-4906



農林水産－２－２

平成２５年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名
京力農業・農村総合対策事業費

農と環境を守る地域協働活動支援事業費

予 算 額 ２７６，５００千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨

地域ぐるみでの農村環境保全活動や、施設の長寿命化の取組、農業参入

法人等による維持管理活動を支援することで、農村環境の保全や地域コミ

ュニティの構築による地域力再生を図る。

２ 事業概要

事業区分 事 業 内 容

地域ぐるみでの農地・農業用施設の適切な保全、景観

事業内容 形成等の活動への支援

◆実施期間：H24～28（1期対策はH19～23）

目 的 共同活動

対 象 支援事業 田 4,400円/10a

方法等 支援単価 畑 2,800円/10a

草地 400円/10a

※H20までの採択及び向上活動取組地区は7.5割単価

施設の長寿命化のための活動や広域的取組、地域環境

保全等の高度な取組への支援

◆実施期間：H23～28

向上活動

支援事業 田 4,400円/10a

支援単価 畑 2,000円/10a

草地 400円/10a

農業参入企業、農業生産法人等の農業経営体が地域と

の協働により取り組む農地・農業用施設の維持管理活動

農業経営 を支援(共同活動･向上活動に取り組めない地区に限る)

体生産環 ◆実施期間：H23～H26（1経営体あたり2年間）

境整備事

業 支援単価 共同活動に準拠

※上限1,000千円/地区・年

担当課名 農村振興課 地域活性化担当 課・担当 電話番号 075-414-4906



農林水産－２－３

平成２５年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名
京力農業・農村総合対策事業費

明 日 の ｢ 京 都 村 ｣ づ く り 事 業 費

予 算 額 ３１，０００千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨

地域ぐるみで意欲的に農村ビジネスや集落維持・発展活動に取り組

む農村集落を支援することで、地域の活力と生活満足度の維持・向上

を図る。

２ 事業概要

地域住民自らが描く村の将来像の実現に向け、地域資源を活かした

村オリジナルの農村ビジネスや村づくりに対して、計画づくりから実

践までを伴走支援する。

(1) ｢京都村｣づくり総合支援事業 ２４，０００千円

事業内容 事業主体： 集落連携体等（旧村等単位）

目 的 事 業 費： １地区当たり２０，０００千円／３箇年

対 象 補 助 率： １／２

方法等 事業内容： 目指すべき村の将来像の実現に向けて総合的に支援

(支援の例)

○ ６次産業村：直売所を核とした加工品の開発・販売

近隣観光スポットとの連携による誘客等

○ 体験農園村：体験農園を核とする学校との連携による体験教室

の開催や食育等の推進

(2) ｢京都村｣づくり伴走支援事業 ７，０００千円

取組地区の計画づくり・経営指導等を行う「京都村支援員」及び進

捗管理・効果検証等を行う「京都村支援ネット」を設置・運営

担当課名 農村振興課 地域活性化担当 課・担当 電話番号 075-414-4906



農林水産－２－４

平成２５年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 京力農業・農村総合対策事業費

明 日 の む ら 人 移 住 促 進 事 業 費

予 算 額 ５１，２５０千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

都市部からの移住希望者受入を促進するため、市町村が行う移住者確保のため

の空き家を活用した定住住宅の整備等を支援

２ 事業概要

事業内容 (1) 京の田舎ぐらし・ふるさとセンターの運営（府） ３，５００千円

農山村地域への移住相談対応、農村情報の発信や移住相談会等を実施

目 的

対 象 (2) 農山村地域への移住促進対策（市町村） ４７，７５０千円

方法等 市町村が行う以下の取組を総合的に支援（府１／２、市町村１／２）

① 移住者受入体制強化対策

移住者受入を進める地域連携組織等による受入体制づくり

・空き家調査、空き家流動化のための合意形成

・移住希望者との面接、受入の調整

・移住アドバイザー（宅建資格者など）の活用 等

② 空き家流動化対策

定住住宅の整備等による空き家の流動化対策

・空き家を改修した「お試し居住期間付き定住住宅」の整備

※市町村が空き家の改修に要した経費の１／２を支援

（補助対象事業費：上限 1,800千円／戸）

・空き家を移住者に売却・賃貸するために必要な家財等の撤去

③ 農山村地域へのＳＯＨＯ事業者等誘致対策

移住者の受入を進める農山村地域に進出する都市部事業者の誘致

・事務所等を開設するために新たに導入する設備機器類、設備投資費用

担当課名 農村振興課 地域活性化担当 課・担当 電話番号 075-414-4906



農林水産－２－５

平成２５年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 京力農業・農村総合対策事業費

共に育む「命の里」新展開事業費

予 算 額 ２４５，２００千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨

過疎化・高齢化の進む農山村地域において、里の人づくりや基礎づ

くりに資する事業を総合的に実施し、安全な食料や水、空気の供給な

ど府民生活を支える「命の里」としての維持・再生を図る。

２ 事業概要

事業内容 地域の抱える多様な課題を解決するためにソフト・ハード一体の総合

的施策により地域の再生と持続的発展を支援

目 的

対 象 【再生支援】

方法等 (1)里の人づくり

複数集落の連携や集落とＮＰＯ等多様な主体が連携した組織の育成及

び活動支援、行政（里の仕事人）や民間人材（里の仕掛人）の派遣等を

実施

・里の人づくり事業費 ４３，８００千円

(2)里の基礎づくり

住民協働による生活道路や農業用施設等の整備・保全、地域が自ら考

え実践する地域課題解決の事業の実施等を支援

・里の基盤整備事業費 １７８，０００千円

・里の地域活力再生事業費 ２０，０００千円

【自立支援】

企業及び個人からの寄付や支援等による民間資金を活用した農山村地

域の再生活動の持続と行政支援からの自立を促進

・命の里ビジネス創生事業費 ３，４００千円

担当課名 農村振興課 地域活性化担当 課・担当 電話番号 075-414-4906



農林水産－２－５－１

平成２５年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 共に育む「命の里」新展開事業費

里 の 人 づ く り 事 業 費

予 算 額 ４３，８００千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨

過疎化・高齢化集落を含む農山村地域の複数集落による連携組織の設立や地域

の実情に応じた里力再生計画の策定、再生計画に基づく活動を地域と協働しなが

ら支援することで、地域の絆や知恵を出し合い課題解決に取り組む力である「里

力」を再生し、過疎化・高齢化の進む農山村地域の再生を図る。

２ 事業概要

事業内容 (1) 地域連携組織設立活動支援事業

地域連携組織等の運営・活動に要する経費に対し補助

目 的 ・里力再生計画づくりや各種事業の調整、実施など地域連携組織の運営

対 象 ・地域資源の活用に向けた調査・検討

方法等 ・地域連携組織の中心となって調整等を行う里力再生推進員の設置

・地域課題の解決に向けた適地適策事業の実施

○事業主体：地域連携組織

○補助率：府 １／２、市町村等 １／２

(2) 人材支援事業

①「里の仕事人(府職員)」の配置・活動

地域連携組織等の運営や事務処理等を支援する「里の仕事人」の配置・活動

②「里の仕掛人(民間人材)」の配置・活動

地域のマネージメントや外部企業等とのネットワークの形成、生活サポート・

地域おこしや社会的起業を行う「里の仕掛人」の配置・活動

(3) 見守り支援

過疎化・高齢化の進行により、安心・安全な暮らしの維持が危ぶまれる集落に

ついて、市町村、ＮＰＯ、地域連携組織等が実施する見守り活動を支援

担当課名 農村振興課 地域活性化担当 課・担当 電話番号 075-414-4906



農林水産－２－５－２

平成２５年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名
共に育む「命の里」新展開事業費

里 の 基 盤 整 備 事 業 費

予 算 額 １７８，０００千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨

後継者不足や農林地の荒廃など厳しい状況にある農山村地域におい

て、生活環境基盤や農業生産基盤、営農基盤を維持保全するために複

数集落が連携・協力して取り組む活動等を支援することで、農山村地

域の再生を図る。

２ 事業内容

区分 事 業 内 容 予算額

事業内容 生活環境 未整備や劣化、狭小や見通し不良など、日常的な利 千円

基盤 用に支障を来している生活道路や生活用排水路の補修 100,000

目 的 など、生活環境基盤の整備に要する経費を補助

対 象 【実施主体】市町村、地域連携組織等

方法等 【補 助 率】２／３以内

【 対 象 】集落内の生活道路や生活用排水路等の

補修、転落防止柵や街灯の設置など

農業生産 劣化等により機能が低下している農道や農業用水路 千円

基盤 の補修など、農業生産基盤の総合的一体的な整備に要 53,000

する経費を補助

【実施主体】市町村、土地改良区等

【補 助 率】２／３以内

【 対 象 】農道、農業用水路の補修、法面補修、

暗渠排水、客土、鳥獣害防止柵設置、ため池応急補

修、転落防止柵設置など

営農基盤 複数の集落単位で地域農業を互いに支え合う広域的 千円

な営農体制を構築するために必要な施設・機械の整備 25,000

に要する経費を補助

【実施主体】集落営農組織等

【補 助 率】１／２以内

【 対 象 】農業用機械・施設、農産物販売・加工

用機械・施設、新規参入者住宅の改修など

担当課名
農村振興課 地域活性化,計画基盤担当

課・担当 電話番号
075-414-4906,5048

担い手支援課 農業ビジネス担当 075-414-4908



農林水産－２－５－３

平成２５年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名
共に育む「命の里」新展開事業費

里 の 地 域 活 力 再 生 事 業 費

予 算 額 ２０，０００千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨

複数集落が連携して再生活動に取り組む「地域連携組織」が自らが考え実践

する地域課題解決の取組を支援し、過疎化・高齢化の進む農山村地域が抱える

多様な課題の解決を図る。

２ 事業概要

(1) 地域が自ら考え実践する地域課題解決の取組支援

地域が自ら運営する生活交通事業や地域ぐるみの高齢者見守り、巡回健康相

談の実施など、地域が自ら考え実践する地域課題を解決するための事業の実施

事業内容 に要する経費を支援

○ 事業主体 地域連携組織等

目 的 ○ 補 助 率 ２／３以内

対 象 ○ 事業内容（想定事業）

方法等 廃校を活用し、活性化に資する施設の設置

生活交通（地域自主運行デマンド交通システムの導入等） 等

(2) 外部支援者パワーアップ活動

都市地域の大学生等が多様な地域再生につながるプロジェクトを提案し、地域

と協働して実践する活動を支援

○ 事業主体 外部支援者（都市地域の大学生等）と地域が組織する団体

○ 補 助 率 ２／３以内

(3) 若手・女性グループチャレンジ支援

自由な発想による集落の持続可能な取組へのきっかけづくりのため、地域連携

組織の若手・女性グループが実践する取組を支援

○ 事業主体 地域連携組織の若手・女性グループ

○ 補 助 率 定額補助（1組織20万円以内）

担当課名 農村振興課 地域活性化担当 課・担当 電話番号 075-414-4906



農林水産－２－５－４

平成２５年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 共に育む「命の里」新展開事業費

命 の 里 ビ ジ ネ ス 創 生 事 業 費

予 算 額 ３，４００千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨

企業及び個人からの寄付や支援活動等を活用し、農山村の地域再生活

動の持続と行政支援からの自立を促進

２ 事業概要

寄付金を原資とする「いのちの里京都村応援基金」を活用し、農山村

と都市部双方の利益に寄与する地域再生活動を推進

事業内容 事業主体：京都府

再生活動の例

目 的 ○ 農山村の地域資源と企業等のノウハウを活かした商品等の開発

対 象 ・販売

方法等 ○ 都市部の企業等による寄付付き商品等の販売

※「いのちの里京都村応援基金」

企業及び個人からの寄付による民間資金を、京都府内の農山村の

地域再生活動に取り組む市民活動団体に助成

管 理 者：（公財）京都地域創造基金

担当課名 農村振興課 地域活性化担当 課・担当 電話番号 075-414-4906



農林水産－３

平成２５年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 農 業 経 営 支 援 事 業 費

予 算 額 ３５，６８５千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨

地域農業を担う安定的・継続的な農業経営体を育成するため、認定農業者

等の確保から農業経営の法人化や農商工連携・６次産業化による農業ビジネ

スの取組までを発展段階に応じて総合的に支援する。

２ 事業概要

（１）農業経営力強化総合対策事業

① 農業ビジネス力強化推進事業

農業経営の法人化や農業法人の経営力強化等を支援するため、法人設立

に当たっての課題等を解決する法人化請負人の派遣や法人税制や会計等の

事業内容 法人化研修会等を開催

目 的 ② 先導的集落法人育成事業

対 象 地域においてビジネス感覚に優れた農業者を核とした集落型農業経営体

方法等 を集中的に育成

③ 認定農業者等確保・育成事業

認定農業者を目指す農業者や、集落営農組織の経営力強化を図り経営感

覚に優れた経営体を確保・育成するために行う市町村の活動を支援

④ 若手農業者経営力向上支援事業

(公社)京都府農業総合支援センターが実施する認定農業者を目指す認定

就農者等の規模拡大等に必要な農業用機械・施設のリース事業に係る経費

を助成

（２）農業ビジネス支援事業

農業ビジネスの取組を推進するため、(公社)京都府農業総合支援セン

ターが実施する専門家派遣やビジネスマッチング、加工食品の試作品づく

りに必要な助言等、発展段階に応じた支援を実施

担 当 課 名 担い手支援課 新規就業・金融担当
課・担当 電話番号

０７５ー４１４ー４９０２

農 業 ビ ジ ネ ス 担 当 ０７５－４１４－４９０８



農林水産－４

平成２５年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 健 康 京 野 菜 研 究 開 発 事 業 費

予 算 額 ７，５００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

京野菜の「発がん予防効果」等を医学的に検証するとともに、「健康

京野菜」食品の商品化・販売を促進し、新たな京野菜需要を創出

事業内容

２ 事 業 概 要

目 的 （１）京野菜「発がん予防効果」等を医学的に検証

対 象 ５，０００千円

方法等 医学系研究機関と連携し、京野菜の「発がん予防効果」等について、

医学的に検証し、京野菜の価値をさらに向上

（２）「健康京野菜」食品の開発・商品化・販売の促進

２，５００千円

府、食品企業、大学、消費者等で構成する研究会を設立し、「健康京

野菜」食品の開発普及を実施

①様々な食品加工に応用できる一次加工素材を試作し、「健康京野菜」

食品の開発を加速

②京野菜の健康増進効果やアンチエイジング効果を全国に発信

担当課名 研究普及ブランド課 研究普及担当 課・担当 電話番号 ０７５－４１４－４９６８



農林水産－５

平成２５年度当初予算案主要事項説明
農林水産部

事 業 名 中 核 新 規 就 農 者 倍 増 事 業 費

予 算 額 ４９１，２１０千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣旨

農業の新たな担い手の確保を図るため、就農・就業希望者の相談から技

術習得、地域定着までをワンストップで支援し、円滑な新規就農・就業を

促進する。

２ 事業概要

（１）農林水産業ジョブカフェ事業

○ 農林水産業への新規就業等相談の総合窓口「農林水産業ジョブカフェ」

の設置・運営（京都ジョブパーク内）

事業内容 ○ 新規就農希望者に対する農業体験研修や就農・就業相談会等の実施

目 的 （２）担い手づくりサポートセンター事業

対 象 ○ 「就農サポーター（農業法人等）」での雇用研修を支援

方法等 ○ 農業の入門・基礎講座の実施

（３）担い手養成実践農場事業

○ 地域における「技術習得」から「就農」までを一貫して支援

（支援内容）

・ 地域とのマッチング及び農地の確保

・ 技術指導者の設置、農地の借上、農地の簡易整備、住宅改修、研修用

農機・施設の借上等経費

・ 農村生活についての助言等を行う担い手づくり後見人の設置

（４）新規就農者確保事業

○ 青年が行う就農前の研修期間（2年以内）及び経営が不安定な就農直後

（5年以内）の所得を確保する給付金（150万円／年）を交付

①就農準備給付金：先進農家等で研修を受ける４５歳未満の青年

②経営開始給付金：市町村の「京力農場プラン」に位置付けられ

た（又は位置付けられると見込まれる）４５

歳未満の独立・自営就農者

（５）農業後継者定着促進事業

○ 就農研修（準備）資金の貸付け及び就農研修資金の償還に対する助成

担当課名 担い手支援課 新規就業・金融担当 課・担当 電話番号 075-414-4902



農林水産－６

平成２５年度当初予算案主要事項説明

健 康 福 祉 部

農 林 水 産 部

事 業 名 きょうと「食の安心・安全」確保事業費

予 算 額 ３２，１７３千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨
多発する食品偽装や残留農薬等、府民の食への不安が高まる中、関係

部局が連携し、食品表示の適正化、食品衛生監視指導等を強化すること

により、府民の食への信頼の回復を図る。

２ 事業内容

○ 食品表示パトロール（1,848千円）

事業内容 産地偽装など食品表示に関する事件が多発する中、関係職員（農林水

産・健康福祉・府民生活）が合同巡回調査を実施することにより、違反

目 的 事実に効率的かつ迅速に対応し、食の安心・安全を確保する。

対 象

方法等 ○ 食品衛生監視指導（16,500千円）
食品衛生推進員「京の食“安全見はり番”」等による自主衛生管理の推

進、食品衛生監視機動班による事業者への監視・指導の実施や食品等の

放射性物質、残留農薬、添加物等の検査体制を充実し、食の安心・安全

を確保する。

○ 食品検査（4,413千円）
府内に流通している食品等の検査を行い、その結果を定期的に公表す

ることにより食の安心・安全を確保する。

○ 遺伝子組換え食品検査（4,792千円）
ＤＮＡ検査機器により遺伝子組換え食品の分析を実施し、表示内容の

検査を行うことにより、食の安心・安全を確保する。

○ 拠点保健所業務管理基準(ＧＬＰ)導入（4,620千円）
ＧＬＰ(業務管理基準)の導入により、精度管理体制の構築、検証体制

の整備を図り、検査の信頼性を確保する。

生活衛生課 食品衛生担当 課・担当 075-414-4773担当課名 食の安心・安全推進課 食の安全担当 電話番号 075-414-5654



農林水産－７

平成２５年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 体 験 型 食 育 推 進 事 業 費

予 算 額 １５，８４２千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

和食（郷土料理等）を次世代の子どもたちに伝承するため、「きょう
と食いく先生」を府内の学校に派遣するとともに、わがまちの食を伝
え広げる地域の取組を支援する。

２ 内 容

（１）次世代への食文化伝承を強化

事 業 内 容 ①わがまちの食を伝え広げる事業

目 的 市町村食育推進協議会が小中学校で実施する郷土料理伝承やそ
の食材となる農産物の栽培体験を支援（補助率１／２以内）

②きょうと×きょうど料理サミット開催事業
対 象

府が主催し、郷土料理を伝承する団体のトップや指導者が一堂
に会し、府内各地域の特色ある郷土料理の紹介や地域の取組事例
報告、交流を実施

方 法 等

（２）食いく先生による五感を使った体験の充実

府が「きょうと食いく先生」を養成・派遣するとともに、京の食
文化ミュージアム・あじわい館等を活用し、小中学生・府民が府内
産食材や京の食文化などを五感を使って学ぶ体験教室（郷土料理、
京野菜、魚等）等を開催

（３）地産地消の推進

たんとおあがり京都府産施設の認定等

担当課名 食の安心・安全推進課 食育・地産地消担当 課 ・ 担 当 075-414-5656
研究普及ブランド課 ブランド推進担当 電 話 番 号 075-414-4941



農林水産－８

平成２５年度 当初予算案主要事項説明

政策企画部・商工労働観光部・農林水産部

事 業 名 丹後・食の王国構想プロジェクト推進事業費

予 算 額 ２４，８６０千円 新規・継続の別 一部新規

１ 趣 旨

丹後地域の持つ良質で豊かな地域資源である「食」をテーマに、丹後

あじわいの郷を核として､丹後地域一帯に「食」関連の産業が連たん立

地する一大回廊を構築することを目指す「丹後・食の王国構想」の実現

を図る

２ 事業概要

(1) 食関連ビジネスの創出と拡大

①丹後・がんばる事業者連携プロジェクト事業
・丹後の生産者、食品加工業者による「丹後・食の王国ビジネス連携推

進会議」を中心に丹後の食材の販路拡大やＰＲ等を実施

事 業 内 容 ②丹後食材新流通チャネル構築事業【新規】
・丹後の食材を消費者に浸透させ、継続的かつ安定的な流通ルートを構

目 的 築

対 象 ③丹後の食材売り込み関連事業
方 法 等 ・流通、外食産業等のバイヤーを招へいした「大商談会」を開催

・首都圏での商談会へ丹後・食の王国ブースを出展

・ホテル等において「丹後・食の王国フェア」を開催

・丹後あじわいの郷等において、地域の食関連業者や農業者が連携した

「マルシェ」を開催

(2) 食の拠点整備

①学生レストラン推進事業【新規】
・学生が直接消費者へメニューを提供する「高校生レストラン」や「大

学生レストラン」を丹後あじわいの郷等で実施

②食の王国推進員の設置
・生産者と加工業者との連携強化やマルシェの開催など、構想に係る企

画や関係団体等との調整を図る「食の王国推進員」を設置

(3) 食のネットワーク整備

①丹後「食の絆」プロジェクト事業【新規】
・丹後の長寿を支える食材を使用した「丹後長寿御膳・弁当」を開発す

るなど、丹後ならではの食の創造と発信を強化

②丹後産品ブランディング事業【新規】
・首都圏のスーパー等で丹後産品のＰＲを実施するなど、知名度やブラ

ンド力を強化

計画推進課 075-414-4347

担当課・担当名 産業労働総務課 企画・地域戦略担当 課･担当電話番号 075-414-4820

農村振興課 地域活性化担当 075-414-4906



農林水産－９

平成２５年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 京都モデルファーム推進事業費

予 算 額 ５，０００千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨

高齢化等により集落内での活用が困難な耕作放棄地と農業の多面的機

能に着目した社会貢献活動等を指向する企業やＮＰＯ法人をマッチング

事業内容 することにより、企業やＮＰＯ法人等の多様な主体が地域と協働して取

り組む農地の保全活動を支援し、農地の有効活用を図る。

目 的

対 象 ２ 事 業 概 要

方法等

(1) 企業・ＮＰＯ法人等の支援

事 業 主 体 京都府

事 業 内 容 企業・ＮＰＯ法人等の掘り起こしや集落との

マッチング支援

(2) 集落の支援

事 業 主 体 京都府農業会議

事 業 内 容 「モデルファーム推進員」を設置し、受入れ

集落の掘り起こしや集落内合意形成等を支援

担当課名 担い手支援課 農地担当 課・担当 電話番号 ０７５－４１４－４９１０



農林水産－１０

平成２５年度 当初予算案主要事項説明

政 策 企 画 部

文 化 環 境 部

商工労働観光部

農 林 水 産 部

事 業 名 新・世界遺産事業費

予 算 額 ４１，７４２ 千円 新規・継続の別 継 続

１ 目 的

「和食」の無形文化遺産登録に向け、世界への発信の強化や保護・継承

を図るための取組を実施。また、京都府において世界文化遺産登録を目

指す「天橋立」「宇治茶」について、「暫定リスト」登録に向けた取組を

戦略的に実施する。

事 業 内 容 ２ 事業内容

(1) 「和食」の無形文化遺産 24,842千円

① 日本料理ワールドコンペティションの開催支援

目 的 ② 世界遺産登録記念イベントの開催

③「和食」の高等教育機関検討事業

対 象 ・検討会の開催、基本構想の策定

④ 体験型食育推進事業の実施（食文化の伝承）

方法等 (2) 「天橋立」の世界文化遺産 10,900千円

・国際的な基準や潮流に合致した提案書の作成

・天橋立世界遺産登録可能性検討委員会による検討・推進

・シンポジウム等開催による地元の協力・理解の促進

(3) 「宇治茶」の世界文化遺産 6,000千円

・国際的な基準や潮流に合致した提案書の作成

・日本茶・宇治茶の世界文化遺産登録検討委員会による検討・推進

・地元推進組織の設立とシンポジウム等開催による地元の協力・理

解の促進

計画推進課 075-414-4539

担 当 課 名 文化芸術振興課 課・担当 電話番号 075-414-4219
観 光 課 075-414-4837
農 政 課 075-414-4898



農林水産－１１

平成２５年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 担 い 手 農 地 活 用 支 援 事 業 費

予 算 額 １０８，６２５千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨

過疎化、高齢化により地域農業の担い手不足が進展する中、中核的な担い

手等への農地集積を促進し、地域農業の維持・発展を図る。

２ 事業概要

（１）担い手農地集積促進事業

農地情報の登録・発信及び登録農地の紹介・あっせんを実施するととも

に、集落内で活用が困難な農地について、「農地集積コーディネーター」が

事業内容 担い手のニーズに応じて作成した「農地カルテ」を活用し、農地と担い手

のマッチングを行うなど、広域的な農地集積を促進

目 的

対 象

方法等 （２）農地有効活用促進事業

土地利用型農業からの経営転換、相続、高齢等で離農する際に、「京力農

場プラン」に位置付けられた地域の中核的担い手への農地集積に協力する

者に対して農地集積協力金を交付

（３）農地保有合理化事業

農地の買入に必要な資金の借入に係る利子を助成

担当課名 担い手支援課 新規就業・金融担当 課・担当 電話番号 ０７５－４１４－４９０２



農林水産－１２

平成２５年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 京都モデルフォレスト推進事業費

予 算 額 ７，０００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

森林所有者、ボランティア団体、ＮＰＯ、企業、大学、行政等が
連携した府民参画、府民協働による多様な森林づくりを推進すると
ともに、府民みんなで京都の森を守り育む「京都モデルフォレスト」
運動の推進を図る。

２ 事業概要

事業内容 ①府民参加型モデルフォレスト推進事業

府民参加の森林づくり活動を推進するとともに、京都モデルフォ

目 的 レスト協会が行う取組を支援する。

対 象

方法等 ②森づくり交流促進事業

モデルフォレスト活動に関心のあるＮＰＯや企業等と地域との

マッチングや森林づくり活動団体等の交流を促進する。

３ 事業主体 京都府、市町村等

担当課名 モデルフォレスト推進課 推進担当 課・担当電話番号 075-414-5005



農林水産－１３

平成２５年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 野生鳥獣被害総合対策事業費

予 算 額 ４０８，７００千円 新規・継続の別 一部新規

１ 趣 旨

鳥獣被害に強い地域づくりを進めるため、①有害鳥獣に対する捕獲
圧の大幅強化、②地域防除力の強化などを「農林被害半減戦略」とし
て総合的に推進

２ 事業概要

事業内容

① 有害鳥獣に対する捕獲圧強化

目 的 新規担い手確保のための勧誘活動や捕獲班員の短期育成研修、有害

対 象 捕獲や隣接府県との広域捕獲、個体処分等の推進

方法等

・シカ捕獲強化事業（新規）

狩猟による捕獲圧を高め、シカの個体数を早期に適正頭数へと

誘導するため、捕獲した者への頭数に応じた活動経費を支援

② 地域防除力強化

防護柵の設置、ニホンザル被害緊急対策、クマ剥ぎ被害防止、バッ

ファゾーンの整備など、防除対策の推進

・鳥獣被害防止総合対策事業

簡易防護柵から恒久型防護柵への転換を支援

担当課名 森林保全課 野生鳥獣担当 課・担当電話番号 075-414-5022



農林水産－１４

平成２５年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 森林の恵みを届ける京の森整備事業費

予 算 額 ２，２４４，１０７千円 新規・継続の別 一部新規

１ 趣 旨

森林の有する国土保全・水源かん養・ＣＯ２吸収機能や里山を保全す

る機能等を高度に発揮するため､間伐等森林整備を推進し､併せて森の恵

みである木材の利用拡大を支援する。

２ 事業概要

間伐等森林整備や里山整備を実施し、府民参加による森づくりを推進

事業内容 するとともに、間伐材等府内産木材の利用促進に向けた取組を実施する。

目 的

対 象

方法等

担当課名 林務課 企画・経営担当 課・担当電話番号 075-414-5016
林業振興担当 075-414-5006
林産振興担当 075-414-5009

森林保全課 森林土木担当 075-414-5028
モデルフォレスト推進課 推進担当 075-414-5005

（単位：千円）

予 算 額 事　　業　　の　　概　　要

〈モデルフォレスト運動の推進〉

奥地保安林整備事業費
（府内産間伐材利用）

200,000 治山ダム等府施設での府内産間伐材の利用促進

豊かな里山再生事業費 300,781

事　　　　　　項

森林整備加速化事業費 1,126,326
利用間伐や奥地等の条件不利な森林の整備を加速
的に推進

〈環境の保全〉

森林病害虫の被害を防止し里山の再生等を推進

森林・林業経営イノベーショ
ン事業費

440,000
森林整備の広域化・機械化や流通の合理化、加工体
制の強化などにより、府内産木材の利用を推進

〈森の恵みの活用〉

ウッドマイレージＣＯ２認証木材を使用した木造住宅
等の建築に対する緑の交付金や公共施設等整備で
の府内産木材の利用促進

豊かな緑を守る条例に基づく府民参加による森づくり
の推進

合　計 2,244,107

京都モデルフォレスト推進事
業費【新規】

7,000

京都材率先利用促進事業費
【新規】

170,000



平成２５年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部
建 設 交 通 部

事 業 名 緑 の 公 共 事 業 費

予 算 額 ２，３８９，６３６千円 新規・継続の別 一部新規

１ 趣 旨

地球温暖化の防止や水土保全、水源かん養等に不可欠な京都の森

林について、「豊かな緑を守る条例」の制度を活用しながら、多様

な主体の参加と連携で森林を守り育てる様々な取組を促進すること

により、緑豊かな環境を守り、併せて新たな雇用を創出する。

事業内容

２ 事業概要

目 的

対 象

▲

京都モデルフォレストの推進 ７，０００千円

方 法 等 京都の森林を府民ぐるみで守り育てるモデルフォレスト運動を推進

▲

公益性の高い森林の整備 １，２４３，９５５千円

放置森林、風倒木被害森林や水源地域の森林等の整備推進

▲

木質資源の積極的な利活用 ４１３，２００千円

公共事業等への間伐材利用の促進、ウッドマイレージCO2認証制度に

よる府内産木材の利用促進

▲

森林生態系の保全 ７２５，４８１千円

野生鳥獣対策、森林病害虫対策の推進

担当課名 林務課 企画・経営担当 課・担当 電話番号 075-414-5016

農林水産－１５



緑の公共事業一覧

農林水産－１５－１

（単位：千円）

区分 事業内容 予算額 担当部局

1
京都ﾓﾃﾞﾙﾌｫﾚｽﾄの
推進

京都モデルフォレスト推進事業費【新規】 7,000 農林水産部

2 いのちと環境の森づくり事業費 3,479 農林水産部

3 災害に強い森づくり事業費 41,000 農林水産部

4 安心・安全の森整備事業費（公共治山） 57,400 農林水産部

5 風倒木被害森林緊急再生事業費（公共造林） 15,750 農林水産部

6 森林整備加速化事業費 1,126,326 農林水産部

7 奥地保安林整備事業費 200,000 農林水産部

8 生活・交通基盤整備事業費 43,200 建設交通部

9 京都材率先利用促進事業費【新規】 170,000 農林水産部

10 野生鳥獣保護事業費 16,000 農林水産部

11 野生鳥獣被害総合対策事業費 408,700 農林水産部

12 豊かな里山再生事業費 300,781 農林水産部

2,389,636

木質資源の積極的
な利活用

森林生態系の保全

公益性の高い森林
の整備

合　　　計



農林水産－１６

平成２５年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 漁 業 巡 視 艇 建 造 費

予 算 額 ３０１，０００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

水産資源に恵まれた府海域の漁業巡視体制の充実・強化を図る

ため、老朽化した漁業巡視艇「らくよう」の代船建造を行う。

２ 事 業 概 要

事業内容

目 的

対 象

方法等

３ 実施計画及び事業費

総 額 ５９７，０００千円

平成２５年度 設計、建造工事 ３０１，０００千円

平成２６年度 建造工事、竣工 ２９６，０００千円

（債務負担行為）

担当課名 水 産 課 漁政企画担当 課・担当電話番号 075-414-4992

新漁業取締船

　竣　　工　　日 平成２６年１２月（見込）

　総　ト　ン　数 　　　　６１ｔ

　全　　　　　長 　２４．１２ｍ

　幅 　　　５．５ｍ

　深　　　　　さ 　　　２．７ｍ

　航海（最高）速力 　　６４．８ｋｍ/ｈ

　（７９．６ｋｍ/ｈ)

　定員（うち乗組員） 　　１３名（６名）



農林水産－１７

平成２５年度当初予算案主要事項説明

文 化 環 境 部

農 林 水 産 部

事 業 名 農林水産業基盤整備事業費

予 算 額 ６，８１５，０１８千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨

ブランド京野菜やブランド水産物などの生産振興により、京都の農林

水産業を未来につなげるため、生産基盤を整備するとともに、農山漁村

地域の整備を推進する。

２ 事業内容

事業内容 ■生産基盤の整備

目 的 ・京のブランド水産物の生産拠点整備（間人漁港 等）

対 象

方法等 ・効率的な間伐に必要な路網の整備

・農産物の安定生産のための取水・生産施設整備（竹野川大山堰 等）

■農山漁村地域の整備

・農業集落地域における排水施設の整備（農業集落排水）

・学校などの周辺環境と調和した排水路の整備（巨椋池３期地区）

・保育所等における木造公共建築物、木質バイオマス関連施設の整備

・土砂・立木等の流出を防止する治山ダムの整備

担当課名
水環境対策課 計 画 担 当

課・担当
075-414-5209

農 村 振 興 課 計画基盤担当 電話番号 075-414-5048

水 産 課 基盤整備担当 075-414-4994

林 務 課 林業振興担当 075-414-5006

森 林 保 全 課 森林土木担当 075-414-5028




